
［成果情報名］木曽川から濃尾平野への地下水誘発涵養現象の推定方法

［要約］木曽川から濃尾平野への地下水誘発涵養の発生時期と涵養量は、水理地質構造から推定さ

れる誘発涵養地点の上下流２観測所の流量変化から計算できる。1975 年から 1993 年の間の年間平

均誘発涵養量は、3.4 億m3/年である。涵養地点に最も近い江南市の地下水位は、誘発涵養が生ずる

と上昇する。
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［背景・ねらい］

深層地下水の揚水より被圧水頭が低下すると、これを補うように水平方向からの涵養が増加する

（水平補給涵養）。帯水層の付近に河川があると河川水が帯水層へと引きずり込まれる（誘発涵養）。

さらに、被圧水頭が低下すると、補給漏水や難透水層からの絞りだし涵養など補給涵養が発生し、

地盤沈下が生じる。補給涵養の一部には水田の灌漑水も寄与していたと考えられる。誘発涵養の実

態を明らかにすることは水田の地下水涵養機能を評価するために重要である。これまで、誘発涵養

の研究は水収支数値シミュレーションでの仮想の数値として取り扱われており、その実態を明らか

にした例は少ない。木曽川から濃尾平野への誘発涵養の発生を、木曽川の２観測所の流量変化から

推定し、その影響が地下水位変化に表れていることを確認した。誘発涵養は濃尾平野のみならず日

本の海岸平野や扇状地で一般的な現象であり、ここで示した方法は、これらの地域でも有効である。

［成果の内容・特徴］

１．濃尾平野の帯水層は、埋没谷に堆積した氷期の砂礫層で、ボーリングデータから G1層、G2層、

G3 層に区別されている（東海三重県地盤沈下調査会編、1985）。図１に G2 層の基底面分布図

を示す。この図から木曽川の河川水が誘発涵養を生じる可能性のある場所は、図中の矢印で示

した部分であることが推定される。既存資料によれば、この付近では、G1 と G2 層が地下浅所

に分布しており、誘発涵養が生じやすい地質構造である。

２．図1の矢印をはさむ木曽川上下流の犬山と越観測所の流量と犬山頭首工の農業用水の取水量デ

ータを、次式に代入して、誘発涵養量X を計算した。

X = O（越観測所流量）＋N（犬山頭首工取水量）－I（犬山流量観測所流量）

３．計算は日単位で、1975 年から 1993 年まで行った。図２は、1985 年の誘発涵養量の計算結果を

示している。誘発涵養は、年数回発生しており、最も大きな涵養は６月から７月に生じてい

る。

４．図３は 1985 年の誘発涵養の発生と、涵養をうけた直下流の江南市の地下水位の関係を示して

いる。江南市の観測所では６月から７月の誘発涵養の影響で、浅層と深層の地下水位が上昇し

ている。

５．年間の平均涵養量は 3.4億m3/年で、この値は、既存の文献のシミュレーション結果とも整合する。

［成果の活用面・留意点］

平野や扇状地末端の水田からの涵養した地下水は、浅層地下水を涵養するだけで、非農業者が利

用している深層地下水を涵養することはまれである。しかし、誘発涵養が生ずるほどの多量の深層

地下水の利用がある場合は、灌漑水は深層地下水を涵養して、外部経済を発生する。精度の高い水

田の地下水涵養機能の解析では、誘発涵養を考慮する必要がある。
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図１　濃尾平野のG2帯水層の基底面分布図
(東海三重県地盤沈下調査会編 (1985)を改変 )

図２　1985年の水収支から計算した
　　　 誘発涵養量の変化�

図３　1985年の誘発涵養量の変化
　　　と地下水位の関係�

図４　年間誘発涵養量の変化�
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